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議論の論点＝サイエンス
n世話人の依頼：広い視点で将来計画について

n1日目の「水沢VLBI観測所と今後の運営について」
という厳しい運営状況の話があった
• 日本のVLBIコミュニティの未来はどうなってしまうのか

n前へと進むにはサイエンスの議論が重要
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科学の関心はどこにあるのか？
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水沢検討

SKAJP検討

JVN検討



議論の論点
n短期的な視点(目標)
• EAVNやJVNの科学的な到達目標は何か
• なぜEAVNやJVNなのか

üEVNやVLBAに勝るものは何か
üALMA, Subaru, 理論研究などへの波及効果・協力(例:EHT)

• SKAやGVLBIの時代を見据えているか
• ALMAやTMTなどのビックプロジェクトとの協働
• VLBIの将来サイエンス検討(PI:新沼さん)

n長期的な視点(目標)
• 天文学・物理学・地球科学・測地学の未解決問題は何か
• この時代の天文学者が未来に残すべき遺産は何か
• 日本の電波天文学の技術力を継承していくには
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